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V-372 織雑シートのRC部材角部への定着方法に関する研究

1. はじめに
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炭素繊維シート（以後 CFS.Carbon Eiber .Sheet), アラミド繊維シート（以後 AFSAlamid Eiber .Sheet)を

RC部材の角部へ定着する方法を考案し，その有効性を定着部モデルの静的載荷試験，弾塑性有限要素解析

により検証した．

2. 考案した定着工法

本研究では，繊維シートを鉄筋コンクリート角部の

表面に定着する新たな方法を考案した．

接着されたシートの引き剥がしにきわめて弱い性

質を改善して定着効果を上げるために，シートを定着

部にまで延長して接着した後，その上から定着用冶具

を接着し，その冶具を片持ちはり状態で支えるように

アンカーボルトを定着部に打ち込む．このエ法により，

シートに引張力が作用した場合，比較的初期にシート

は接着面から引き剥がされるが，それと同時に，定着

用冶具の曲げ剛性によりシートに作用する引張力はア

ンカーポルトヘ伝達される．

図ー1に示したように定着用冶具は L字型とする．

また，隅角部のシートが直角に折れ曲がる部分につい

ては，適度の曲率を確保するように配慮する．これは

シートから定着用冶具への応力伝達をスムーズにする

図ー1工法概要

図4 ひずみ測定個所 図—5 偶角部モデル図

ため，ならびに，冶具先端部でのシートの破断を避け

るための処置である．

3. 隅角螂モデルの●荷実験の概妻

補強材として用いた FSの力学特性，鉄筋の力学特

性，定着用冶具の力学特性を表ー1' 表ー2に示す．ま

た，冶具は，山形鋼を加工したものを使用した．

供試体は図ー2に示すように鉄筋コンクリート製定

着体，無筋コンクリート製被定着体，及びそれらを定

着するための繊維シート，定着川冶具，及びアンカー

用扁カボルトからなる．定着体には図—3 に示すよう

配筋し，更に，アンカーボルトの代用に全ネジのMl6

高カボルトを埋め込んでいる．ここで高カボルトを用

いているのは，アンカーボルトの引き抜けが実験結果

に影響を及ぽさないようにするためである．実験では

表—3 に示す 4 タイプの供試体を用意した．載荷方法

表ー1FSの材料特性

（ 疇
表ー2鉄筋と鋼材の力学特性
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は，図ー2の供試体全体を逆さにして台座に載せ，定

着体底部をアクチ土エーターで押すことで載仙をfrつ

た． また，冶具のひずみ及び変位の測定個所を図—4

にホす．載1府は変位制御で静的な載荷を行った．

4. 隅角部モデル解析の概妻

前述の隅角部モテル実験の結果を参考に表ー3に小

す 4 タイプのモデルをIllいて解析を行った．鮒析モ

テルを図—5 に小す．＇炭索数 266, 節、点数958である．

要素はすべてソリッド要索とした．コンクリート

部は剛体とし， FSと定着用冶具は，ひずみによる蔽

壊と応力による破壊をそれぞれ判断できるバイリニア

形の弾塑性材料とした．また，それらの間には剥離を

考慮する接触要素を挿人した. FSの材料特性及び冶

具の材料特性は表—1 及び表ー2 に示したものと伺様で

ある．

拘束条件は，定着用冶具のボルトによる固定部分を

完全固定とし，移動部を Z軸方向以外の変位を拘束

した．また全節点は X-Z平面に対して対象要素とし

た．載荷方法に付いては，被定着体の正方向に静的な

荷重を載荷した．

5. 結果と考察

全てのデータを無次元化した．無次元化の定義は

冶具を片持ち梁と想定し，冶具が降伏する時の値で除

したものとする（以後無次元化を省く）．

冶具の載荷荷重に対するひずみの関係を図ー6に示

す．冶具が塑性し，十分な変位を生じた後はボルト用

孔付近でひずみが増加する． しかし，図からは分かり

難いが剥離を生じ始めた時には先端でのひずみのはう

が大きいことから剥離が徐々に進み冶具が塑性を示す

時には全て剥離していることがわかる．

隅角部モデル載荷実験で得られた結果と隅角部モ

デル解析の結果を比較する．

被定着体の荷重ー変位関係を図-7に示す. Cl-12は

変位が 2 までは有意な差があるが実験で被定着体と

FSが剥離を起こした後は類似した軌跡を描いた．

C2-15, Al-12は解析の結果ではそれぞれ荷重が 1.9,

2.7で剥離を生じ急激に変位を生じたため，実験結果

とは類似しなかった. C2-15は剥離後も類似した軌跡

を描かなかったが Al-12では，剥離後，差がなくな

った.A2-15は実験結果と解析結果で剥離がほぽrP1時
に起きたため有意な差が見られなかった

6. 結論

繊維シートを補強材として用いる場合の角部への定

着方法を新たに考案すると共に，このエ法が有効であ

ることを実験と数値解析により検証した．本研究で得

られた結果を以下に列挙する．

(I)隅角部モデル実験より者案した定着I法のh・効性
をぶした．破壊形態は CFSでは破断する供試休

が多いのに対し, AFSでは刹離を生じるという

特徴がでた．

(2)料 Jf究で提案した定着）j法を採!tiすることにより，

CFS, AFSをh効な冊げ袖強材として/flいるこ

とか11J能である． また， FSの枚数，冶具の寸法

によりその補強tJ的に合わせた利M方法を選択す

ることが可能である．

(3)~ 験で得た結呆と解析で得た粘呆との比較から本

稿で用いたモデル及び力学特性は，隅角部定着工

法の解析に有効であることを示した．
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図—6 冶具の荷重—ひずみ関係
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図—7 被定蕩体の荷重—変位関係
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